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　障がいを持つ子において、十分な介護を受け、不自由なく平穏無事な人生を送れるようサポートを受けられるか。いわゆる「親亡き後問題」は私達親にとって大きな課題です。
　今回は子供達はもちろんですが、ご自身も含め親子の将来の生活を見据えた資産管理・運用について書いてみようと思います。
　「資産管理・資産運用」と聞くと何か難しいと感じる方もいらっしゃると思いますが、少々の知識があれば誰でも行えることです。
まず家計の収支を考えることが大事です。
　「家計の収支」とは月々の収入から支出を差し引きしてプラスかマイナスかを出してみることです。収支がプラスの方は残った部分を貯蓄に回しましょう。マイナスの方はなぜマイナスなのか原因を考え、節約が可能なのか、補える資金（貯蓄・ボーナス等）があるのかを考えてみましょう。また将来のイベント（子の進学・結婚・退職等）に必要なお金・入ってくるお金を漠然とでいいので考えることも必要です。これによって将来の親子の資産の道筋が見えてくると思います。これを踏まえて資産運用を考えてみましょう。
現在の定期預金の金利は何％かご存知ですか？金融機関によって少々違いますが、だいたい１年で０.０１％位が一般的です。
１００万円預けても税引き後８０円にしかなりません。増やすという意味では厳しいですね。また資産が目減りしてしまうことになります。運用に際しては、①いつも利用する生活費　②使う目的のある資金・２～３年で使うかもしれない資金　③当面使わない資金　に色分けてみましょう。　①については普通預金、②については定期預金・期間の短い国債、③については資産運用を考えてみましょう。
　運用はリスクがある、失敗するのではと考える方も多いと思います。たしかにリスクはあります。しかし「リスク＝損」と決め付けるのではなく、リスクの特性を知り、上手に付き合うことが大切です。ポイントとしては①資産分散　②時間分散　③長期投資がキーワードです。
　①資産分散とは株式・債券・外国等色々な対象に投資を行うことです。分散して投資を行うことで、ひとつの投資が厳しい時も他の投資が順調であればリスクの軽減を図ることができます。
　②時間分散とは時期を何度かに分けて投資を行うことです。積立投資信託が代表的な方法です。積立投資信託とは毎月一定額を投資信託へ積立することです。いわゆる積立の投資版です。時間を分けることで価格が高いときは少し、価格の安い時は多く購入することができ時間分散かつ効率的な運用が可能となります。
　③長期投資とはいわゆる長い期間に亘って運用を行うことです。株式等市場は短期的に見れば一時的な要因によって大きく変動することがありますが、長期間で運用することにより、こうした変動によるリスクを小さくするメリットがあります。
　運用には色々な商品がありますが、今回は紙面の都合上、投資信託について説明したいと思います。
　投資信託とは多くの方から資金を集め、運用の専門家に任せて国内外の株式・債券に投資を行う商品です。昔は証券会社のみの取扱でしたが、今は銀行や郵便局でも取り扱っている身近な商品になりました。色々な商品ラインナップがあり、選ぶのが難しいですが、銀行等の窓口で相談すれば、親身になって相談者の考えに沿った商品を提案してもらえます。前に少し触れた毎月一定額を積み立てる「積立投資信託」もあり、少額からできますので計画的な資産の積み上げを図ることができます。
[bookmark: _GoBack]　また国が投資促進策としてＮＩＳＡ（ニーサ）という非課税枠が導入されました。年間１２０万円の投資による収益に税金が免除される制度です。例えば１２０万円の投資で１０万円の収益が出た場合、普通は収益の約２０％の約２万円課税されますが、NISAの場合は非課税となります。これは大きいですよね。まずはこの制度を利用して、投資信託を始めてみるのも良いかもしれません。
つみたてＮＩＳＡという制度（毎年４０万円の非課税枠が２０年間）も平成３０年よりスタートします。
　このように家計の診断・お金を色分けすること・運用の必要性をしっかり考え、少しでも将来の生活を豊かにし、「親亡き後」の資金面の安心に繋げて頂ければと思います。
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